
絵　

た
ろ
き
ち「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」

（
え
か
き
・
新
潟
市
西
区
）

感
染
禍
に
屈
せ
ず
学
び
続
け

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
式
（
２
・
３
面
）

巻
頭
特
集

●
健
康
応
援
団
―「
ぎ
っ
く
り
腰
」専
門
医
に
聞
く

●
新
潟
市
で
県
民
福
祉
大
会
、
初
Ｗ
ｅ
ｂ
中
継
も

●
「
知
る・学
ぶ
」―
上
越・長
岡
会
場
で
も
多
彩
に

福
祉
に
い
が
た 
第
８
３
２
号（
８
～
12
面
）

福祉にいがた
新潟県社会福祉協議会
新潟県長寿社会振興センター
新潟県高齢者総合相談センター

総合情報誌
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シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟シ ニ ア カ レ ッ ジ 新 潟

「
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
」

の
令
和
３
年
度
卒
業
式
が
10
月

18
日
に
新
潟
会
場
で
、
22
日
に

上
越
会
場
で
、
25
日
に
は
長
岡

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
学

ん
だ
計
67
人
が
卒
業
、
晴
れ
や

か
な
表
情
で
新
し
い
舞
台
へ
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　
卒
業
生
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
が
世
界
中
に
拡
大
し
た
令

和
２
年
度
に
入
学
。
講
義
開
始

が
大
幅
に
遅
れ
る
な
ど
の
影
響

を
受
け
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
翌
３
年
度
も
感
染

拡
大
が
収
束
せ
ず
、
人
気
の

実
践
講
座
が
中
止
。
消
毒
や

換
気
な
ど
の
感
染
防
止
策
が

徹
底
さ
れ
る
中
で
授
業
を
受

け
続
け
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
と
闘
い
な
が
ら
学
ん

だ
２
年
間
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
の
最
高
齢
は
男
性
が

長
岡
会
場
の
87
歳
、
女
性
も
長

岡
会
場
の
84
歳
で
し
た
。

　

新
潟
会
場
で
は
34
人
が
卒

業
。
18
日
に
新
潟
市
中
央
区
の

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
た
新
潟
会
場
卒
業
式
で
は
石

上
和
男
学
長
が
「
好
奇
心
を
持

ち
続
け
、
プ
ラ
ス
思
考
で
歩
み

を
止
め
ず
に
進
ん
で
ほ
し
い
」

な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た

（
式
辞
要
旨
を
別
掲
）。

　

こ
の
後
の
修
了
証
書
授
与

は
、
ク
ラ
ス
代
表
だ
け
へ
の
授

与
と
簡
略
化
さ
れ
た
前
年
度
と

異
な
り
、
１
人
１
人
に
石
上
学

長
が
壇
上
で
手
渡
し
ま
し
た
。

　

和
服
で
卒
業
式
に
臨
ん
だ

梅
津
と
も
子
さ
ん
＝
新
潟
市

南
区
＝
は
「
新
型
ウ
イ
ル
ス
対

応
で
事
務
局
は
大
変
だ
っ
た
と

思
う
が
、
楽
し
い
２
年
間
だ
っ

た
。
今
後
は
何
か
地
域
の
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
い
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ウ
イ
ル
ス
禍
の
た
め
仲
間
づ

く
り
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
卒
業
生
た
ち
で
す
が
、
今
後

は
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

67
人
、祝
福
さ
れ
新
た
な
舞
台
へ

修
了
証
書
を
授
与
さ
れ
る
新
潟
会
場
卒
業
生

　
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
の
石

上
和
男
学
長
が
、
新
潟
会
場
の

卒
業
式
で
述
べ
た
式
辞
要
旨
は

次
の
と
お
り
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
中
で
学
ぶ
の
は
大
変

だ
っ
た
と
思
う
。
本
日
は
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ

に
来
ら
れ
た
の
は
見
聞
を
広
め

た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
か
ら
だ

ろ
う
。
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
の

受
賞
が
決
ま
っ
た
真
鍋
淑
郎
さ

ん
は
90
歳
で
、
ま
だ
勉
強
を
続

け
て
い
る
。
好
奇
心
が
衰
え
な

い
よ
う
だ
。

　
新
し
い
こ
と
を
発
見
し
な
く

て
も
、
今
ま
で
の
学
び
に
何
か

１
つ
プ
ラ
ス
す
れ
ば
、
階
段
を

１
つ
上
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
か
ら
も
好
奇
心
を
持
ち

続
け
、
欲
張
ら
ず
と
も
１
歩
だ

け
で
い
い
の
で
、
プ
ラ
ス
思
考

で
歩
み
を
止
め
ず
に
進
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
。

感
染
禍 

屈
せ
ず
学
び
続
け

３会場
卒業式

仲
間
た
ち
と
記
念
撮
影
す
る
上
越
会
場
卒
業
生

修
了
証
書
の
授
与
に
臨
む
長
岡
会
場
卒
業
生

石
上
和
男
学
長
が
卒
業
式
辞

好
奇
心
持
ち

歩
み
続
け
て

学びの喜び・成果いつまでも学びの喜び・成果いつまでも

卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

思
い
出
の
講
義
ひ
と
こ
ま

良寛さんに学ぶ

高齢者の
健康づくりと食物

実践者から学ぶ
地域福祉と協働

話してみよう、
私たちの地域活動

自然災害と
自助力・共助力

　２年間はあっという間。
カレッジに参加して分
かったことがたくさん
あった。（新潟）

　生涯、勉強し
て、何か

の役に立てたい
と思って

います。（新潟）

　意見発表や質問などを
通じ、不得手な「人前で
話すこと」に少し自信が
付いた。（新潟）

　コロナ禍の２年間、感染拡大防止に尽力いただき感謝。（上越）

　関心のないテーマも受講
で興味を持てた。これから
の人生が豊かに。（上越）

　学ぶことが楽しいと感
じました。（新潟）

　いろんなきっか
けを頂い

た。これからは自
分のやり

たいことを深く学
んでいき

たいと思います。
（新潟）

　財産を作りました。そ
んな思いです。（新潟）

　ウイルス禍で共に学んだ友達とお話が出来ず残念な気持ちです。（新潟）

　まだまだ学びたいと思
いました。（新潟）

　「そうだったのか」の連続だった。２年間で得た知識は多い。（長岡）

　来てよかった。（新潟）

　２年間で懇親会が１回もなかったのが、残念でならない。（長岡）

認知症・転倒予防と
健康づくりの講師演

技と、チャレンジす
る受講生
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために

施設業務の補償プラン１１

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の
傷害事故補償

❷ 通所型施設利用者の
傷害事故補償

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償
施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償

 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

〈SJ20-12300 2020.12.28作成〉

施設職員の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

社会福祉法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ

ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

❸ 施設職員の感染症罹患事故補償
（新型コロナウイルス感染症も補償の対象となります。）

❹ 雇用慣行賠償補償

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７

（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ
1事故・期間中 5,000万円 1億円 3億円

▶保険金額

令和３年度

　
新
潟
市
中
央
区
の
新
潟
ユ
ニ

ゾ
ン
プ
ラ
ザ
内
に
あ
る
「
新
潟

県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
高
齢
者
や
そ
の

家
族
が
抱
え
る
様
々
な
心
配
事

や
悩
み
事
を
、
電
話
や
面
談
で

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

「
新
潟
県
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
を
、
福

祉
の
有
資
格
者
や
介
護
経
験
者

が
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

◆
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
令
和
３
年
度
上
半
期
（
４
月

～
９
月
）、
県
高
齢
者
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
の
相
談
者
数
は
９
４
７

人
、
相
談
件
数
で
は
延
べ
１
２

８
７
件
と
な
り
ま
し
た
。
前
年

同
期
に
比
べ
相
談
者
数
は
91

人
、
相
談
件
数
は
１
６
４
件
増

加
し
て
い
ま
す
。
相
談
者
の
内

訳
は
85
％
が
女
性
、
15
％
が
男

性
と
な
っ
て
お
り
、
相
談
方
法

で
は
電
話
が
95
％
で
す
。

　
相
談
内
容
の
分
類
と
件
数
＝

表
を
参
照
＝
を
見
る
と「
家
族・

家
庭
」「
経
済
・
生
活
」
に
関

す
る
相
談
が
多
い
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
家
族
・
家
庭
」

で
は
家
族
間
・
夫
婦
間
の
不
和

や
そ
の
改
善
に
関
す
る
も
の
、

高
齢
期
を
迎
え
た
親
へ
の
関
わ

り
方
や
介
護
に
関
す
る
相
談
な

ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
経
済
・
生
活
」
に
関
す
る

部
分
で
は
身
寄
り
が
な
い
な
ど

の
理
由
か
ら
、
入
院
・
入
所
時

の
身
元
保
証
や
死
後
事
務
に
関

す
る
心
配
の
ほ
か
、
経
済
的
不

安
や
心
身
的
ス
ト
レ
ス
に
よ
り

今
後
の
生
活
に
前
向
き
な
気
持

ち
を
持
て
な
い
、
な
ど
の
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。

◆
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
令
和
３
年
度
上
半
期
（
４
月

～
９
月
）、
県
認
知
症
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
へ
の
相
談
者
数
は

１
７
８
人
、
相
談
件
数
は
延
べ

３
３
６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
談
者
の
内
訳
は
82
％
が
女

性
、
18
％
が
男
性
で
し
た
。
相

談
方
法
は
電
話
が
98
％
で
す
。

　
相
談
内
容
の
分
類
と
件
数
＝

表
を
参
照
＝
を
見
る
と
、
子
が

父
母
に
関
し
て
相
談
を
す
る

ケ
ー
ス
が
大
半
で
す
。
親
の
生

活
状
況
や
行
動
の
変
化
か
ら
認

知
症
を
心
配
す
る
相
談
、
受
診

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
拒
否
へ
の
対

応
、
運
転
免
許
の
返
納
、
介
護

や
そ
の
方
法
に
関
す
る
も
の
な

ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
商
店
や
警
察

署
な
ど
か
ら
、
認
知
症
の
疑
い

が
あ
る
顧
客
や
利
用
者
に
つ
い

て
「
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば

良
い
か
」「
ど
こ
に
連
絡
し
た

ら
良
い
か
」
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
も
入
っ
て
い
ま
す
。

■相談分類別（上段：相談センター件数 1,287 件／下段：コールセンター件数 336 件）
保健・医療

相談センター：  89 件
コールセンター：191 件

生
き
が
い

福祉サービス
相談センター：87 件
コールセンター：83 件

経済・生活
相談センター：484 件
コールセンター：  14 件

法　律
相談センター：157 件
コールセンター：  12 件

家族・家庭
相談センター：443 件
コールセンター：  33 件

そ
の
他

自
　
殺

医
療
関
係
機
関

認
知
症

医
　
療

精
神
衛
生

趣
味
・
余
暇
活
動

そ
の
他

施
設
・
機
関
・
窓
口

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介
護
認
定
・
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他

仕
　
事

住
宅
・
設
備

土
地
・
不
動
産

税
　
金

年
金
・
保
険
・
手
当

生
計
（
生
活
費
）

そ
の
他

人
　
権

虐
待
（
高
齢
・
障
害
）

金
銭
・
サ
ラ
金

借
地
・
借
家

成
年
後
見

相
続
・
財
産

家
庭
・
離
婚
・
扶
養

そ
の
他

近
所
・
地
域

夫
　
婦

家
　
族

人
生
（
単
身
）

51 0 9 13 7 9 27 10 27 2 4 44 396 19 9 7 3 13 37 31 3 12 16 3 12 60 20 102 63 36 181 61
6 0 15 159 7 4 3 4 14 0 0 65 3 4 0 0 0 2 5 0 0 1 0 0 8 3 0 3 5 3 20 2

（単位：件）

相談無料・秘密厳守

困りごと・悩みごと 一人で抱えこまず、お気軽にご相談ください

新潟県高齢者総合相談センター	 相談電話  0 2 5 － 2 8 5 － 4
よ
1
い
6
ろう
5
ご

新潟県認知症コールセンター	 相談電話  0 2 5 － 2 8 1 － 2 7
な
8
や
3
み

【所 在 地】 〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階
【相談時間】 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く） ９:00 ～ 17:00

にんちしょう

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
・
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

令
和
３
年
度
上
半
期
の
相
談
状
況

6「オアシス21」2021.12月号7 「オアシス21」2021.12月号



福祉福祉にいがたにいがた  第832号 福祉にいがた 福祉にいがた 第832号

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新

潟
市
中
央
区
）
を
皮
切
り
に
開

幕
し
た
「
知
る
・
学
ぶ
『
福
祉
・

介
護
・
健
康
』」
は
11
月
３
日
、

上
越
市
の
高
田
城
址
公
園
オ
ー

レ
ン
プ
ラ
ザ
で
上
越
会
場
が
開

催
。
続
い
て
13
～
21
日
は
長
岡

市
の
新
潟
日
報
長
岡
支
社
・
メ

デ
ィ
ア
ぷ
ら
っ
と
や
市
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
ト
モ
シ
ア
で
長

岡
会
場
が
開
か
れ
ま
し
た
。
23

日
に
は
新
潟
市
の
新
潟
日
報
メ

デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
で
も
多
彩
な
催

し
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
上
越
会
場
の
ホ
ー
ル
で
は
食

育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
和
田
明

日
香
さ
ん
が
「
な
ん
に
も
で
き

な
か
っ
た
私
の
、
な
ん
と
か
な

る
理
論
」
を
講
演
。
義
母
の
料

理
愛
好
家
平
野
レ
ミ
さ
ん
と
の

会
話
や
、
台
所
で
３
人
の
子
育

て
の
一
環
で
「
料
理
１
品
作
り

を
任
せ
る
」
方
針
を
紹
介
。「
楽

し
く
、
お
い
し
く
、
一
緒
に
食

べ
る
。
こ
の
時
間
を
大
切
に
し

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
連

合
会
の
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
、

又
村
あ
お
い
さ
ん
は
「
障
が
い

の
あ
る
人
を
よ
り
良
く
知
る
た

め
に
」
と
の
講
演
で
「
障
が
い

者
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
障

が
い
だ
け
で
な
く
、
全
人
的
に

理
解
し
、
人
と
人
と
の
付
き
合

い
を
し
て
ほ
し
い
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

　
ご
ぼ
う
先
生
こ
と
簗や
な

瀬せ

寛
さ

ん
は
、
新
潟
会
場
に
引
き
続
き
、

介
護
予
防
運
動
を
楽
し
く
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
紹
介
。
笑
い
も
誘
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
会
場
は
「
障
が

い
者
福
祉
事
業
所
の
製
品
販
売

会
」「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」、
障
が
い
者
ア
ー
ト
の
展

示
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。 〒957-0000  新潟県新発田市富塚1419

島津印刷株式会社

・お問い合わせ・
ご質問やご相談に対し、
弊社スタッフから折り返
しご連絡いたしますの
で、お気軽にお問い合わ
せください。

TEL.0254-27-2101〈担当：吉原・水戸〉

あなたの「本」作りを
お手伝い
編集からデザインまで、

経験豊富なスタッフのサポートを

受けながら作れます!

思い出の写真や記録をまとめたい
自分の体験や想いを残したい
作品集や句集などを作り、友人に配りたい

本作本作本作りりが初が初が初めめててててのの方方方も
安安心心しししててててご相談ご相談
くくだだささささい!い!

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、

県
内
の
社
会
福
祉
の
施
設
や
事

業
所
か
ら
「
感
染
へ
の
危
機
管

理
（
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）」

と
「
感
染
防
止
対
策
」
を
学
ん

で
も
ら
お
う
と
、
新
潟
県
社
会

福
祉
協
議
会
が
研
修
動
画
を
無

料
配
信
し
て
い
ま
す
。
来
年
２

月
末
ま
で
受
講
で
き
ま
す
。

　
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に

関
し
た
研
修
動
画
は
県
の
委
託

を
受
け
て
県
社
協
が
制
作
。
今

年
８
月
か
ら
順
次
、
配
信
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
多

く
の
福
祉
施
設
・
事
業
所
関
係

者
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
と
の
狙

い
か
ら
、
今
回
、
改
め
て
視
聴

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
研
修
は
「
管
理
者
向
け
」
と

「
従
事
者
向
け
」
の
２
つ
が
あ

り
ま
す
。（
研
修
詳
細
は
下
段

の
表
を
参
照
）

　
管
理
者
向
け
は
「
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
」
で
「
感
染

防
止
の
た
め
の
リ
ス
ク
対
応
」

な
ど
４
講
座
が
あ
り
ま
す
。
講

師
は
民
間
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
務
め
て
い
ま
す
。

　
従
事
者
向
け
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策

研
修
」
で
「
感
染
症
対
策
の
基

本
」「
感
染
症
発
生
時
の
対
応
」

「
高
齢
者
施
設
の
感
染
対
策
」

「
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
感
染
症
対

策
」
な
ど
計
13
講
座
で
す
。
講

師
は
県
内
の
医
療
機
関
で
第
一

線
に
立
つ
医
師
や
薬
剤
師
、
看

護
師
、
検
査
技
師
で
す
。

　
受
講
方
法
の
詳
細
な
ど
、
問

い
合
わ
せ
は
県
社
協
の
地
域
福

祉
課
、電
話
０
２
５
（
２
８
１
）

５
５
２
１
へ
。

ウ
イ
ル
ス
禍
に
打
ち
勝
て

上
越
、
長
岡
で
も
「
福
祉
・
介
護
・
健
康
」

福
祉
職
員
ら
必
見

研
修
動
画
配
信
中
県社協

地域で多彩に「知る学ぶ」

人気を集めた和田明日香
さん（右）と、「障がい」
を語った又村あおいさん

福祉施設販売会や手話体験も

和
田
さ
ん

講
演
会
盛
況

全
国
手
を
つ
な
ぐ

育
成
会
事
務
局
長

又
村
さ
ん 

障
が
い
語
る

上　　越

雑貨やクッキー、花などを販売した福祉事業所の出店

　
13
日
か
ら
始
ま
っ
た
長
岡
会

場
。
こ
の
日
、
新
潟
日
報
長
岡

支
社
・
メ
デ
ィ
ア
ぷ
ら
っ
と
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

が
開
か
れ
、
認
知
症
の
基
礎
知

識
や
認
知
症
の
人
と
の
接
し
方

を
市
民
が
学
び
ま
し
た
。

　
20
日
に
は
認
知
症
講
演
会
が

開
か
れ
、
地
元
の
病
院
の
医
師

が「
認
知
症
の
基
本
」を
講
演
。

認
知
症
の
人
に
と
っ
て
「
心
地

い
い
介
護
」
を
病
棟
ス
タ
ッ
フ

が
解
説
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
長
岡
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー・ト
モ
シ
ア
で
は「
ア
ー

ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト　
ま
ち
か
ど

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
開
設
さ
れ
、

市
民
ら
が
足
を
止
め
、
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。

長
　
　
岡

講
座
や
講
演

認
知
症
学
ぶ

認知症サポーター養成講座

研修動画「感染者・疑い者発生時のゾーニング」

◆講義一覧◆
講義名 時間 講師

● リスクマネジメント研修（管理者向け）
1 リスクマネジメントの基本的な考え方と感染防止対策の位置づけ 82 分 SOMPO リスクマネ

ジメント株式会社
医療・介護コンサル
ティング部の上席コ
ンサルタント

2 管理職からみる感染防止のためのリスクアセスメント 77 分
3 管理職からみる感染防止のためのリスク対応 72 分
4 リスクマネジメント体制の運営と研修の振り返り 60 分

● 新型コロナウイルス感染症防止対策研修（従事者向け）
1 新型コロナウイルス感染症の概要 20 分

感染の管理、制御を
専門とする県内の医
師や薬剤師、看護師、
検査技師ら 12 人が
担当

2 新型コロナウイルス感染症の検査とその解釈 16 分
3 感染対策の基本（1） 20 分
4 感染対策の基本（2） 20 分
5 環境消毒に使用する消毒薬と使用上の留意点 21 分
6 新型コロナウイルス流行時の感染対策 21 分
7 新型コロナウイルス感染症発生時の対応 32 分
8 高齢者福祉施設における感染対策 13 分
9 障害者福祉施設における感染対策 25 分
10 児童福祉施設における感染対策 25 分
11 入所サービスにおける感染対策 16 分
12 通所サービスにおける感染対策 22 分
13 訪問サービスにおける感染対策 17 分

8「オアシス21」2021.12月号9 「オアシス21」2021.12月号



福祉福祉にいがたにいがた  第832号福祉福祉にいがたにいがた  第832号

　
全
国
の
元
気
み
な
ぎ
る
シ
ル

バ
ー
た
ち
が
鍛
え
た
心
身
を
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
で
競
う
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
」
は
令
和
４
年
度
、

神
奈
川
県
内
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
正
式
名
称
は
第
34
回
「
全
国

健
康
福
祉
祭　
神
奈
川・横
浜・

川
崎
・
相
模
原
大
会
」、
愛
称

は
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
な
が

わ
２
０
２
２
」
で
す
。

　
「
神
奈
川
に　

咲
か
せ
長
寿

の
い
い
笑
顔
～
未
病
改
善
で
ス

マ
イ
ル
１
０
０
歳
～
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
11
月
12
日

（
土
）～
15
日
（
火
）
の
日
程
で

準
備
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
と
３
年
度
に
予

定
さ
れ
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で

開
催
さ
れ
な
か
っ
た
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
岐
阜
大
会
」
に
出
場

予
定
だ
っ
た
、
新
潟
県
内
の
選

手
た
ち
も
無
念
な
思
い
に
区
切

り
を
付
け
、
新
た
な
目
標
へ
向

け
た
鍛
練
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

柏
崎
市
で
医
療
法
人
立
川
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
運
営
の
柏
崎

厚
生
病
院
か
ら
米
山
爽
風
苑
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
異
動
し

４
年
目
、
作
業
療
法
士
と
し
て
働

い
て
い
ま
す
。

　
―
作
業
療
法

士
は
ど
ん
な
仕

事
で
す
か
？

　
医
師
の
判
断

に
よ
り
、
作
業

活
動
を
通
じ
て

日
常
生
活
動
作

や
住
環
境
へ
の

適
応
訓
練
を
重

ね
、
利
用
者
の

低
下
し
た
機
能
回
復
を
目
指
し

ま
す
。
身
体
だ
け
で
な
く
、
精

神
面
で
も
元
気
に
な
れ
る
よ
う
、

利
用
者
に
寄
り
添
う
リ
ハ
ビ
リ

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
―
も
う
少
し
具
体
的
に
。

　
例
え
ば
、
お
に
ぎ
り
を
作
る

作
業
を
す
る
と
し
ま
し
ょ
う
。

同
じ
お
に
ぎ
り
で
も
、
人
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
の
た
め
と

か
、
夫
の
た
め
と
か
、
思
い
は

人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
そ
の

思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
作
業

す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
リ
ハ

ビ
リ
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
―
作
業
療
法
士
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
小
さ
い
頃
、
手
先
を
動
か
す

図
工
の
授
業
が
好
き
で
し
た
。

好
き
な
こ
と
を
生
か
し
て
、
さ

ら
に
人
の
た
め
に
な
る
仕
事
が

で
き
れ
ば
と
思
い
、
作
業
療
法

士
の
資
格
が
取
れ
る
学
校
へ
進

学
し
ま
し
た
。

　
―
喜
び
や
や
り
が
い
は
？

　
作
業
を
通
じ
て
そ
の
人
の
価

値
観
や
生
き
方
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
、
そ
こ
が
楽
し
い
。

　
―
逆
に
大
変
な
と
こ
ろ
は
？

　
通
所
リ
ハ
で
は
60
代
と
、
高

齢
者
と
言
う
に
は
若
い
人
が
多

く
、
健
康
情
報
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
い
る
人
も
多
い
。「
こ

の
体
操
が
良
い
み
た
い
」
と

利
用
者
が
仕
入
れ
て
き
た
情
報

を
、
知
ら
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
勉
強
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
―
こ
の
仕
事
を
目
指
す
人
へ

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

　
作
業
療
法

士
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
は
難

し
い
。
直
接
、
人
に
会
い
、
気

持
ち
を
通
わ
せ
る
仕
事
だ
か
ら

こ
そ
魅
力
的
で
す
。
人
相
手
だ

と
、
ど
ん
な
知
識
も
無
駄
に
な

り
ま
せ
ん
。
資
格
取
得
は
大
変

で
し
ょ
う
が
、
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
新
潟
県
遊
技
業
協
同
組
合
か

ら
の
寄
付
金
を
原
資
に
、
県
共

同
募
金
会
が
福
祉
施
設
へ
利
用

者
送
迎
用
の
大
型
車
両
を
贈
る

「
障
害
者
支
援
施
設
車
両
助
成
交

付
式
」が
11
月
２
日
、新
潟
市
中

央
区
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

で
開
か
れ
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　
式
で
は
県
遊
技
業
協
組
の
佐

藤
孔
一
理
事
長
が
「
車
両
助
成

は
今
年
で
10
回
目
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
助
成
を
受
け
た
社
会
福
祉
法

人
新
潟
市
中
央
福
祉
会
（
新
潟

市
中
央
区
）
の
宮
崎
敏
春
理
事

長
は
「
私
ど
も
小
さ
な
法
人
に

と
っ
て
は
大
変
う
れ
し
い
。
送

迎
を
は
じ
め
、
い
ろ
ん
な
面
で

利
用
し
て
い
き
た
い
」
と
、
社

会
福
祉
法
人
ひ
め
さ
ゆ
り
福
祉

会
（
三
条
市
）
の
清
水
昭
理
事

長
は
「
子
ど
も
の
送
迎
な
ど
で

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
心
の

こ
も
っ
た
贈
り
物
に
厚
く
感
謝

す
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
お
礼
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

赤い羽根赤い羽根 情 報赤い羽根

障害者支援の２施設へ車両が贈られた

NHK歳末たすけあいで食料を生活困窮者
らへ配る県内フードパントリー

県
遊
技
業
協
組
が
寄
付
金

　
２
福
祉
法
人
へ

　
大
型
車
両
贈
る

歳
末
た
す
け
あ
い

31
日
ま
で
運
動
中

　
　
　
温
か
い
ご
協
力
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末

　
た
す
け
あ
い

　
―
― 

25
日
ま
で 

―
―

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
し
た
、
こ
の
２
年
近
く
の

間
、
そ
の
影
響
は
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
現
象
を
起
こ
し
た
。
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
の
に
対

面
で
の
会
話
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
飲
食
業
な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
制
限
さ
れ
た
り
な
ど
…
。

　
逆
に
、
ウ
イ
ル
ス
禍
で
広
が
っ

た
の
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
利
用
者
は
若

者
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
世
代
に

広
が
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
一
気
に
浸

透
し
た
感
が
あ
る
。

　
身
近
な
所
で
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ

た
会
議
や
授
業
、
福
祉
施
設
で
の

面
会
、
さ
ら
に
飲
み
会
ま
で
、
仕

事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
問
わ
ず
、

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
接
す
る
機
会
は
増
え
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
地
理
的
・
時
間
的
な

壁
を
越
え
る
と
い
う
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
が
十
分
に
生

か
さ
れ
て
い
る
。
半
面
、
対
面
で

は
な
い
た
め
に
、
相
手
の
感
情
の

機
微
に
触
れ
る
こ
と
が
難
し
い
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
否
め
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

便
利
だ
。
感
染
が
収
束
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
一
気
に
衰
退
す
る
と

は
想
像
し
に
く
い
。
リ
ア
ル
と
デ

ジ
タ
ル
が
融
合
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
よ
り
便
利
に
な
っ

て
い
く
の
か
。
両
方
を
う
ま
く
使

う
こ
と
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
強
め
て
ゆ
く
こ

と
が
で
き
る
な
ら
ば
、

歓
迎
し
た
い
。

�

（
貴
浩
）

対 面 と ネ ッ ト  両 方 活 用

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

新
た
な
「
在
り
方
」
は

ずず
～～
むむ

２
０
２
１
Vol.57

米
山
爽
風
苑
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
柏
崎
市
）

寄
り
添
う
リ
ハ
ビ
リ
心
掛
け

後藤　優
ゆ う

 さん

作業療法士

パレット新潟店営業日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

2021年 12月

…は休業日

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

か
な
が
わ
２
０
２
２

令
和
４
年
11
月
12
日
～
15
日
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第
71
回
「
新
潟
県
民
福
祉
大

会
」
が
10
月
20
日
、
新
潟
市
中

央
区
の
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

で
開
か
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉

法
施
行
70
周
年
と
共
同
募
金
運

動
75
周
年
も
記
念
し
た
大
会
は

当
初
、
妙
高
市
で
開
催
予
定
で

し
た
が
、
夏
ご
ろ
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
急
拡
大
を

受
け
、
新
潟
市
で
規
模
縮
小
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
初
め
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
県
内
各
地
へ
同
時
配
信
さ

れ
て
約
２
０
０
人
が
視
聴
。
一

方
で
、
会
場
へ
は
各
地
か
ら
約

１
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
大
会
会
長
の
竹
内

希
六
県
社
協
会
長
が
開
会
あ
い

さ
つ
。「
地
域
福
祉
活
動
の
拡

充
強
化
は
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
県
社
協
と
し
て
も
制

度
や
分
野
の
垣
根
を
越
え
、
取

り
組
み
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
大
会
名
誉
会
長
の
花

角
英
世
県
知
事
あ
い
さ
つ
を
、

代
理
出
席
の
橋
本
憲
次
郎
副
知

事
が
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
社
会
福
祉
に
功
労

の
あ
っ
た
人
た
ち
な
ど
を
表

彰
。
県
知
事
表
彰
に
10
人
２
団

体
、
里
親
１
組
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
代
表
し
て
、
障
害
者
支
援

施
設
の
生
活
支
援
員
を
務
め
、

社
会
福
祉
事
業
従
事
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
藤
口
真
須
美
さ
ん

＝
新
潟
市
＝
に
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
く
県
社
協
会
長
表
彰
に

１
２
２
人
16
団
体
が
、
ま
た
県

共
募
会
長
表
彰
に
は
42
人
10
地

区
・
団
体
、
３
校
が
選
ば
れ
、

代
表
が
壇
上
で
の
表
彰
状
贈
呈

に
臨
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
被
表
彰
者
を
代
表

し
て
県
知
事
表
彰
の
藤
口
さ
ん

が
「
受
賞
を
機
に
、
さ
ら
に
地

域
福
祉
の
発
展
の
た
め
一
層
の

努
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
謝
辞

を
述
べ
、
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル

ダ
ー
で
も
あ
る
、
日
本
体
育
大

学
の
岡
田
隆
准
教
授
が
「
今
日

か
ら
で
き
る
生
活
習
慣
病
対
策

―
筋
ト
レ
＆
食
事
術
―
」
と

題
し
て
記
念
講
演
。
健
康
と
ダ

イ
エ
ッ
ト
に
は
「
ス
ー
パ
ー
大

麦
の
摂
取
を
試
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

新
潟
市
で
第
71
回
「
県
民
福
祉
大
会
」

地
域
福
祉
活
動
推
進
誓
う

ウ イ ル ス 禍 で 規 模 縮 小
県 内 各 所 に ネ ッ ト 中 継

開
会
あ
い
さ
つ
を
す
る
竹
内
希
六
県
社
協
会
長

県知事表彰

県社協会長表彰

県共募会長表彰

◆
お
こ
と
わ
り
　「
編
集
後
記
」

は
紙
面
の
都
合
で
休
み
ま
し
た
。
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